
決 算 概 要

●平成２８年度決算概要について
このたび、平成２８事業年度（第１３期）の財務諸表並びに決算

報告書等が、平成２９年８月３１日付けで文部科学大臣に承認さ
れましたので公表いたします。
財務諸表は国立大学法人の特性を配慮した「国立大学法人会

計基準」等に則り作成しております。

【 貸借対照表 】

【 損益計算書 】

＜資産＞
当期末の資産合計は約１，５８０億円となっており、基幹設備事業や病

棟改修事業、ライフライン再生事業、キャンパスネットワークシステムや診
療機器の新規リース・割賦払い契約、医療情報システムの更新等により
建物・工具器具備品の増加、減価償却の進行による減少、これらを相殺
した結果、前期末比約１０億円の減少となっております。
＜負債＞

当期末の負債合計は約３７６億円となっており、新規借入による長期借
入金や運営費交付金債務の増加、借入金の返済による減少、これらを相
殺した結果、前期末比約１２億円の減少となっております。
＜純資産＞

上記資産と負債の差額が純資産となっており、当期末は前期末比約３
億円増加の約１，２０４億円となっております。

経常費用が約５５４億円、経常収益が５７７億円となっており、この差額
が経常利益約２３億円となっております。

この経常利益から臨時損失、臨時利益及び目的積立金取崩額を加算
すると当期総利益は２３億円となります。

※当期総利益は、費用に借入金返済の元金相当額が含まれないなど、現金ベース
の収支差を表すものではありません。（観念的利益）



■ 貸借対照表（要約）

２７年度 ２８年度
対前年度

増減

（資産の部）

固定資産 143,153 140,947 △ 2,206

有形固定資産 141,098 138,887 △ 2,211

土地 87,441 87,435 △ 6

建物 43,928 43,297 △ 631

構築物 191 193 2

工具器具備品 7,997 6,875 △ 1,122

その他有形固定資産 1,539 1,085 △ 454

無形固定資産 232 240 8

投資その他資産 1,821 1,819 △ 2

流動資産 15,744 17,040 1,296

現金及び預金 8,919 10,116 1,197

未収附属病院収益 5,940 5,929 △ 11

その他未収入金 106 205 99

有価証券 200 199 △ 1

医薬品及び診療材料 548 556 8

その他流動資産 30 32 2

資産合計 158,897 157,988 △ 909

当期末の資産合計は約１，５８０億円となっており、前期末比約１０億円の減少となっております。
この主な増減要因として、附属病院の基幹整備事業（中央監視装置等更新、エレベーター更新）や病棟等改修

事業、ライフライン再生事業等により建物の資産価値が約２３億円増加、キャンパスネットワークシステムや医学
部附属病院の生体情報モニタリングシステム、移動型X線透視診断装置の新規リース・割賦払い契約、歯学部附
属病院の医療情報ネットワークシステム更新等により工具器具備品が約１１億円増加する一方、減価償却の進
行による減少が約５１億円あり、これらを相殺した結果、固定資産は約２２億円の減少となります。
次に、流動資産が約１３億円増加しておりますが、これは附属病院の収入の増加や運営費交付金の繰越（約６

億円）により現金及び預金が約１２億円増加したことが主な要因です。

・白山地区の土地につい
て今後の使用見込が無い
ことから減損を認識し簿
価を減額いたしました。

・減価償却の進行等によ
り、減少しております。

・収支の改善（附属病院
の収入の増加、債務償還
額の減少）及び運営費交
付金の繰越により増加し
ております。

（単位：百万円）



■ 貸借対照表（要約）

２７年度 ２８年度
対前年度

増減

（負債の部）

固定負債 23,456 21,472 △ 1,984

資産見返負債 4,893 4,199 △ 694

機構債務負担金 11,474 9,153 △ 2,321

長期借入金 4,137 5,360 1,223

その他固定負債 2,950 2,758 △ 192

流動負債 15,362 16,130 768

運営費交付金債務 - 627 627

寄附金債務 3,652 3,597 △ 55

一年以内返済予定
機構債務負担金 2,507 2,354 △ 153

未払金 6,951 6,972 21

その他流動負債 2,251 2,578 327

負債合計 38,818 37,602 △ 1,216

（純資産の部）

資本金 75,909 75,909 -

資本剰余金 13,658 11,706 △ 1,952

利益剰余金 30,512 32,770 2,258

純資産合計 120,079 120,385 306

負債・純資産合計 158,897 157,988 △ 909

・国立大学法人会計特有
の勘定科目で、資産を取
得する際に同額を負債と
して計上し、減価償却費
が発生した際に同額を取
り崩して損益均衡を図る
ものです。

当期末の負債合計は約３７６億円となっており、前期末比約１２億円の減少となっております。
この主な増減要因として、新規借入による長期借入金が約１２億円増加したことや、運営費交付金債務が平成

２８年度から第三期中期目標機関が開始したことにより約６億円増加した一方、借入金を返済したことにより、大
学改革支援・学位授与機構債務負担金（一年以内含む）が約２５億円減少したことなどによるものです。

資産と負債の差額が純資産となっており、当期末は前期末比約３億円増加の約１，２０４億円となっております。

・大学改革支援・学位授
与機構（旧：国立大学財
務・経営センター）に対す
る借入金残高(元本)は、

合わせて約１６９億円とな
ります。

・基準第８４の特定償却資
産の減価償却や除却によ
り減少しています。

・平成２８年度より第三期
中期目標期間が開始した
ことにより、発生しており
ます。

（単位：百万円）



■ 損益計算書（要約）

２７年度 ２８年度
対前年度

増減

経常費用 55,217 55,381 164

業務費 53,707 54,026 319

教育・研究・支援経費 4,814 4,332 △ 482

診療経費 21,405 21,833 428

受託/共同研究・受託事業費 3,257 3,780 523

人件費 24,231 24,080 △ 151

一般管理費 1,038 988 △ 50

財務費用 457 354 △ 103

雑損 14 12 △ 2

臨時損失 32 114 82

当期総利益 2,055 2,318 263

・附属病院収入の増収に
伴う医薬品費・診療材料
費等の影響や病棟改修
事業に伴う修繕費の支出
により増加しております。

・借入金返済の進行に伴
い、利息が減少しておりま
す。

当期総利益として
約２３億円を計上し
ておりますが、これ
は費用に借入金返
済の元金相当額が
含まれないなど、現
金ベースの収支差
を表すものではあ
りません（観念的利
益）。

本学の経営努力に
より捻出した利益
（目的積立金）は約
５億７千万円で、文
部科学大臣の承認
後に、本学が利活
用できる資金となり
ます。

人件費
43.4%

診療経費
39.3%

教・研・支援

7.8%

受研費等

6.8%

一般管理

1.8%

財務費用

0.6%
雑損

0.1%

臨時損失

0.2%

（単位：百万円）

各費用割合

・受託研究等、外部資金
の獲得に努めた結果、受
入の増加となり、併せて
費用支出も増加しており
ます。



■ 損益計算書（要約）

２７年度 ２８年度
対前年度

増減

経常収益 57,211 57,714 503

運営費交付金収益 13,406 12,855 △ 551

学生納付金収益 1,643 1,638 △ 5

附属病院収益 34,102 34,958 856

受託/共同研究・受託事業収益 3,264 3,787 523

補助金等収益 1,124 939 △ 185

施設費収益 80 80 -

寄附金収益 1,187 1,134 △ 53

資産見返負債戻入 1,247 1,125 △ 122

その他の収益 1,155 1,194 39

臨時利益 94 40 △ 54

目的積立金取崩額 - 60 60

・運営費交付金の交付額
は増加している一方で、
当年度は運営費交付金
の繰越を行った結果、執
行額が減少し、前年度と
比較して減少しています

国立大学法人特有の勘
定科目であり、資産の減
価償却費に対応して計上
することにより、損益の均
衡を図るものです。

・手術件数・入院診療単
価の増加や４床差額室の
増設（医病）、先端歯科診
療センターの患者数増加
（歯病）等により増加して
おります。

・国立大学法人特有の会
計処理による影響（固定
資産取得時の資産見返
勘定への振替処理）によ
るものであり、現金ベース
での収入に大きな増減あ
りません。

附属病院収益

60.5%
運交金収益

22.2%

受研収益等

6.6%
学納金収益

2.8%

寄附金収益

2.0%

資産見返戻入

1.9%

補助金等収益

1.6%

施設費収益

0.1%
その他収益 2.1%

臨時利益

0.1%

目積取崩額 0.1%

（単位：百万円）

各収益割合


